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＜連絡事項＞

＜入室状況＞

[bookmark: _GoBack]【転出】
・窪田　ソヨ～南病棟Cユニットへ転出

・淵沢　和子様～南病棟Cユニットへ転出

【部屋移動】
・中森　フミ様～東病棟Aユニット16号室（C6）➝東病棟Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・窪田　ソヨ様～不眠時：デエビゴ5mg　5回分処方頂く。

＜要注目＞
・長岡　明美様～9：30　38.5℃の発熱有りコロナウイルス抗原検査実施し結果陰性。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午後の開放中、母様と間食を食べながらモニター面会実施しているが、不穏さ無く落ち着いて過ごすことが出来ている。自室では殆ど臥床して過ごされ不潔行為や自傷行為無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放中来詰頻回で都度対応している。作業療法にも参加され折り紙をして過ごされている。自室では殆ど臥床して過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前、午後二時間ずつの開放観察実施。開放中、一時的に自室を出てくるがすぐに自室に戻り徘徊を始めている。時折放歌聞かれているが幻聴に左右された言動は無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室で新聞を読んで過ごされている。対面時妄想発言聞かれているが粗暴性や易怒性なく静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・砂場　清治様～終日隔離中。開放中整容し、ホールでテレビを観て過ごされている。また、来詰頻回で「市民病院に転院する！」と話され、再三説明するも同じ事を訴えている。不穏さは無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・藤井　孝蔵様～身体拘束中。起床時から37℃台継続しており熱感ある為クーリング施行、その他感冒症状なし。食事は軽介助により数口から1/4摂取。スタッフ声掛けで開眼するがすぐに閉眼する様子あり。点滴刺入部、拘束部位トラブルなく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


・下道　ユミ子様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。食事摂取拒否あり。内服については主治医確認し拒薬時はスキップ可の指示あり。点滴刺入部、拘束部位トラブルなく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr.患者様診察情報＞
・藤井　理代様～処方変更無し。家族様へ外出時の様子を確認し今後外泊可能か確認するよう指示有り。また本格的に退院支援進める為連携室を通し入所可能な施設を選定するよう指示有り。

・榎木平　峰子様～主治医より心理検査が一通り終了した為家族へ面会可の連絡をするよう指示有り。また現段階で病名は「統合失調症」だが家族、本人への告知はしていないため家族から質問さえた際には「心理検査が終了した段階である為詳細は申し上げられない」と説明するよう指示有り。一般病室での加療可能の判断も併せて頂いている。

・中森　フミ様～大声を上げる、叫ぶ等の不穏さ無いことを主治医へ情報提供している。
持参薬鑑別指示受け済。

・天間　イト様～処方変更無し。南病棟へ転出許可有り。

